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2B23 特許評価のモデル 論的研究 

  

1. はじめに一本発表の 目的と 穏囲 

これまで数回われわれは 特許にたいする 

考え方を発表してきた ，基礎になっている 

村上，の数理特許解析・ 評価はこれまで 先行 

研究 何 がなく " " わづ かに PottS などに そ 

の 片鱗がみられるのみであ る。 " 発表では 

方法的背景になっている 市川の「等価変換 

理論」 " , とそれに基づく 村上の「 PI ( パ 

テントアイデイア ) 提案事とその 実績。   、 

特許戦略・調査・ 評価の考え方と、 PI 提 

集票 の ビジネス モヂル 特許への適用，、 特 

許評価，などであ る。 これらに 29 独特な 

数理特許解析の 骨格やその実績、 研究技術 

計画との関係などを 示してきた，これは 実 

際には特許庁のグローバルな 電 チ ネット ヮ 

一ク 化の方向に沿い、 統 - 的な国際特許法 

や特許実務の 簡素化・合理化を 日指す実際 

的な意味をもっていた。 幻 また昨年よりわ 

れわれは、 情報科学、 バイオテクノロジー、 

創造性、 ターミノロジ 一等の専門家による 

グルーブ体制により 実 システム ( ソフトウ 

ェア ) を構築中であ る。 

そこで今回の 発表はこれまでに 説明が不 

足と思われる、 本 システムの背景となって 

いる総合的な 自然法則理解と、 特許評価の 

関係を明確にし、 具体的に現在進行中のシ 

ステム構築と 関連づけを試みる。 

2. 特許評価のモデル 詩的研究 

ここでは 本 システムの背景となっている 

自然法則の認識やト 一 タか な見方、 それを 

もとにした数理化や 心理表現を明確にす 

る。 中核は村上の「 創知 変換」というもの 

で、 一階述語論理、 数理言語学、 ホモロ ジ 
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図 1  エネルギーと 情報の形態 
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複雑な場合、 ③情報や心理へ 適用可能な姉 

つのモデルを 示す。 

1) 行列表現 

図 4 に示されており、 一度に発明の ( 構 

成 )  を 理解できるようになっている。 

[* 本   Ⅰ 案 枝折 マ トリック ス & ツリー 却 

          

      一       """   。 """" 。 """   一     

図 3  基本・要素技術 マトリ ツクス 

。 "' "'"" 。 。 '" 。 " 。 " 世抽技 ""' 。 Ⅰ 一 
で ( にて… )   

  一 """ 
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行為 旗様 ( 条件、 状態 )     
(2) まちを支持体 2 に移送する 

する 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  Ⅰ仁田 
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図 4  発明の行列型表ボ 

2) 発明の構成要件 頃 と量子化 

図 4 と図 5 では、 発明の特許請求の 範囲 

の独立項を弱い -- 階 述語論理形式の「 文 」 

で表現し、 「発明」 と 「発明」 との技術的 

思想、 としての差違を、 解析シートで 記述し 、 

計算 ( または定性的に、 ファジー 数 、 また 

は 多値 論理でも略式計算はできる ) するも 

のであ る。 

1 ㎝ 弗 上枝柿 9,8gRAo  み穂 A0A 石屋，を弓で 与 オる /.                           

け発 % ぬ耕な仏土侮を 結 与で 巧オ切 ・ ム                                                         

。 " 。 """"'" 記する ) 二ウ 。 侮 @r,,l 侍ノ，くムノ                                                         

2) 穏騰沖素 : 仇 甘く 竹 @ ヰ l% ノ                                                                                       

""" 棚 ""     4 口                                                                                     

                                  ③ = ① ネ ⑤ と ま記出来るものとする )             

。 行為 " 壊 " 目 本打 : ア，室 く年 @ @ 免ノ                                                                                       

の行為村老杜 :a, 囹く a, l l ノ                                                                                                   

QfrMaew-.r,   全く l4@                                                                                                                 

" 行 " 。 な項 : を ゴ互く l%  ノ                                                                                                   
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図 5  発明の構成要件 頃 と数理的表示 
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図 7 に示されているよ う に評価は若月 

らを参考に ""     しているが、 実際は⑦ 、 

⑧式で行 う " これらは根底に 、 ホモロ ジ 一 

代数、 グラフ理論、 数理言語学、 効用関数、 

ファジー測度・ファジー 積分を念頭に 構築 

してきたアイデアであ る。 

Ao) ヨア ) 

ジ ①Ⅱ 

① 

0 一 ，㏄ づゐ - 一⑦ E  0 一づ ひ 一ヰ⑨一づ⑦ 仲 一 ～③ 

Ⅱ ひ 
  一㎏ 

Ao の 友向 グラフとその 隣接行列 Br の古画グラフとその 隣接行列 

従来 "" 本方竹   

    
の 成分 ( ま AlJ) の 成分 (6BlJ) 

寅料 9 一 2 のの，④を使 うと   

    
図 6  等価変換の有効グラフによる 表現 

[ 発明の類似度の 定義 ]   
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[ 発明の類似度の 第二定義 式 l 2 7 
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